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外山啓介 ピアノ Keisuke Toyama, Piano

第73回日本音楽コンクール第1位。東京藝術大学卒業後ハノーファー音楽
演劇大学留学を経て、東京藝術大学大学院を修了。
07年CDデビュー、サントリーホールをはじめ各地で行われたデビュー・リサ
イタルが完売となる。これまでに9枚のCDをリリースし09年『ラフマニノフ』
と13年『展覧会の絵』は「レコード芸術」誌特選盤に選出されている。全国
各地でのリサイタル・ツアーを毎年実施、主要オーケストラとの共演も多数あ
り、その繊細で色彩感豊かな独特の音色を持つ演奏は、各方面から高い評
価を得ている。17年はデビュー10周年記念ツアーを約20か所で行う。18
年、第44回「日本ショパン協会賞」受賞。21年、最新CD『《ワルトシュタイ
ン》《悲愴》《熱情》～ベートーヴェン：ピアノ・ソナタ集』をリリース（『レコー
ド芸術』誌特選盤に選出）。
札幌大谷大学芸術学部音楽学科特任准教授。洗足学園音楽大学非常勤講
師。桐朋学園大学非常勤講師。

外山啓介オフィシャルサイト https://www.keisuke-toyama.com

約約約約400400400400席の親密な空間、世界中のアーティストから愛席の親密な空間、世界中のアーティストから愛席の親密な空間、世界中のアーティストから愛席の親密な空間、世界中のアーティストから愛

されるトッパンホール。最高峰の音響で外山啓介の音色されるトッパンホール。最高峰の音響で外山啓介の音色されるトッパンホール。最高峰の音響で外山啓介の音色されるトッパンホール。最高峰の音響で外山啓介の音色

を堪能する年に一度のプレミアム・リサイタル・シリーズ。を堪能する年に一度のプレミアム・リサイタル・シリーズ。を堪能する年に一度のプレミアム・リサイタル・シリーズ。を堪能する年に一度のプレミアム・リサイタル・シリーズ。

今回はベートーヴェンのピアノ・ソナタ第今回はベートーヴェンのピアノ・ソナタ第今回はベートーヴェンのピアノ・ソナタ第今回はベートーヴェンのピアノ・ソナタ第30303030番、第番、第番、第番、第31313131番番番番

を中心としたプログラムを披露します。を中心としたプログラムを披露します。を中心としたプログラムを披露します。を中心としたプログラムを披露します。

外山が「ずっと憧れていた」後期三大ソナタに初めて外山が「ずっと憧れていた」後期三大ソナタに初めて外山が「ずっと憧れていた」後期三大ソナタに初めて外山が「ずっと憧れていた」後期三大ソナタに初めて

挑んだのは挑んだのは挑んだのは挑んだのは2016201620162016年。演奏した第年。演奏した第年。演奏した第年。演奏した第31313131番について「全ての番について「全ての番について「全ての番について「全ての

音にベートーヴェンの音楽に対する愛が込められてい音にベートーヴェンの音楽に対する愛が込められてい音にベートーヴェンの音楽に対する愛が込められてい音にベートーヴェンの音楽に対する愛が込められてい

る」と感じたと語っています。約る」と感じたと語っています。約る」と感じたと語っています。約る」と感じたと語っています。約10101010年の時を経て、演奏家年の時を経て、演奏家年の時を経て、演奏家年の時を経て、演奏家

としての成熟度を増した外山が、ベートーヴェンの音楽としての成熟度を増した外山が、ベートーヴェンの音楽としての成熟度を増した外山が、ベートーヴェンの音楽としての成熟度を増した外山が、ベートーヴェンの音楽

愛をより深く、豊かに謳い上げます。愛をより深く、豊かに謳い上げます。愛をより深く、豊かに謳い上げます。愛をより深く、豊かに謳い上げます。

第第第第30303030番をリサイタルで取り上げるのは初めて。簡潔な番をリサイタルで取り上げるのは初めて。簡潔な番をリサイタルで取り上げるのは初めて。簡潔な番をリサイタルで取り上げるのは初めて。簡潔な

第第第第1111、、、、2222楽章のあと、長大な変奏曲が置かれ、いわゆるソ楽章のあと、長大な変奏曲が置かれ、いわゆるソ楽章のあと、長大な変奏曲が置かれ、いわゆるソ楽章のあと、長大な変奏曲が置かれ、いわゆるソ

ナタ形式から解き放たれたベートーヴェンの自由な発想ナタ形式から解き放たれたベートーヴェンの自由な発想ナタ形式から解き放たれたベートーヴェンの自由な発想ナタ形式から解き放たれたベートーヴェンの自由な発想

と大胆さに溢れた傑作です。「いつかソナタ全と大胆さに溢れた傑作です。「いつかソナタ全と大胆さに溢れた傑作です。「いつかソナタ全と大胆さに溢れた傑作です。「いつかソナタ全32323232曲を弾曲を弾曲を弾曲を弾

きたい」と語る外山がまたひとつの高みを登る瞬間にごきたい」と語る外山がまたひとつの高みを登る瞬間にごきたい」と語る外山がまたひとつの高みを登る瞬間にごきたい」と語る外山がまたひとつの高みを登る瞬間にご

期待下さい。期待下さい。期待下さい。期待下さい。

「オーベルマンの谷」は、リストの代名詞とも言える超絶「オーベルマンの谷」は、リストの代名詞とも言える超絶「オーベルマンの谷」は、リストの代名詞とも言える超絶「オーベルマンの谷」は、リストの代名詞とも言える超絶

技巧が前面にない、シンプルで哀愁に満ちた旋律や和技巧が前面にない、シンプルで哀愁に満ちた旋律や和技巧が前面にない、シンプルで哀愁に満ちた旋律や和技巧が前面にない、シンプルで哀愁に満ちた旋律や和

声の美しさが魅力的です。この名曲を愛してやまない外声の美しさが魅力的です。この名曲を愛してやまない外声の美しさが魅力的です。この名曲を愛してやまない外声の美しさが魅力的です。この名曲を愛してやまない外

山が、定評ある繊細なピアノで綴ります。山が、定評ある繊細なピアノで綴ります。山が、定評ある繊細なピアノで綴ります。山が、定評ある繊細なピアノで綴ります。

ドビュッシーのピアノ曲は没後ドビュッシーのピアノ曲は没後ドビュッシーのピアノ曲は没後ドビュッシーのピアノ曲は没後100100100100周年にあたる周年にあたる周年にあたる周年にあたる2018201820182018

年にも集中的に取り上げました。「どんなに複雑に展開年にも集中的に取り上げました。「どんなに複雑に展開年にも集中的に取り上げました。「どんなに複雑に展開年にも集中的に取り上げました。「どんなに複雑に展開

しても最後は救いのある和声が登場する人間味」が魅しても最後は救いのある和声が登場する人間味」が魅しても最後は救いのある和声が登場する人間味」が魅しても最後は救いのある和声が登場する人間味」が魅

力だと語り、子どもの頃から親しんできたというドビュッ力だと語り、子どもの頃から親しんできたというドビュッ力だと語り、子どもの頃から親しんできたというドビュッ力だと語り、子どもの頃から親しんできたというドビュッ

シーに改めて向き合います。叙情溢れる多彩な旋律をおシーに改めて向き合います。叙情溢れる多彩な旋律をおシーに改めて向き合います。叙情溢れる多彩な旋律をおシーに改めて向き合います。叙情溢れる多彩な旋律をお

楽しみ下さい。楽しみ下さい。楽しみ下さい。楽しみ下さい。

ドビュッシー、リスト、そしてベートーヴェン
印象派、ロマン派、古典派…多彩な名曲が交差する


